
日
時

日
時

日
時

場
所

場
所

場
所

概
要

主
催

チ
ケ
ッ
ト
販
売
日

鑑
賞
料
（
自
由
席
）※

３
歳
以
上

資
格

　

資
格

　

試
験
日

　

受
付
期
間

第
31
回
青
少
年
の
声
を
聞
く
会

向
原
支
所

☎
46
ー
３
１
１
１

安
芸
高
田
市
消
防
出
初
式

危
機
管
理
課

☎
42
ー
５
６
２
５

映
画
「
海
よ
り
も
ま
だ
深
く
」
上
映
会

生
涯
学
習
課

☎
42
ー
０
０
５
４

自
衛
官
募
集
〜
平
和
を
仕
事
に
す
る
〜

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所

☎
0
8
2
ー
8
1
5
ー
3
9
8
0
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小
村 

隆
洋

秋
山 

良
郎
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博
造

直
島 

弘
子

内
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ケ
イ
子

山
本 

学

住
田 

和
広

佐
藤 

匠

金
山 

み
づ
ほ

大
矢 

善
一
郎

岩
本 

英
二

片
野 

唆
敏

門
倉 

広
樹

長
谷
藤 

作
美

吉
川 

峡
子

林 

雅
之

浅
野 

絵
美

石
坂 

篤

山
吉 

貴
文

治
山 

高
広

濱
崎 

幸
司

小
林 

信
也

川
口 

恵

池
澤 

伸

東 

哲
也

林 

寅
権

福
井 

浩
憲

鈴
木 

隆

亀
井 

浩

内
田 

雅
隆

進
士 

翔

か
ら
各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
販
売

【
防
衛
大
学
校
学
生 

一
般
（
後
期
）】

　
　
高
卒
（
見
込
含
む
）
21
歳
未
満

平
成
29
年
1
月
21
日
（
土
）〜
27
日
（
金
）

一
次
：
平
成
29
年
2
月
18
日
（
土
）

合
格
発
表－

平
成
29
年
3
月
3
日

二
次
：
平
成
29
年
3
月
10
日
（
金
）

最
終
発
表－

平
成
29
年
3
月
17
日

【
自
衛
官
候
補
生
】

　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

向
原
こ
ば
と
園
・
向
原
小
学
校
・
向
原

中
学
校
・
向
原
高
校
の
児
童
、
生
徒
に
よ

る
意
見
発
表
及
び
活
動
発
表
を
行
い
ま

す
。ぜ

ひ
子
ど
も
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
て

く
だ
さ
い
。

　
　
平
成
29
年
１
月
21
日
（
土
）

　
　
13
時
〜
16
時

　
　
向
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

　
　
青
少
年
育
成
安
芸
高
田
市
民
会
議

　
　
向
原
町
支
部

　
　
平
成
29
年
1
月
8
日
（
日
）

　
　
午
前
9
時
30
分 

開
式

　
　
安
芸
高
田
消
防
ヘ
リ
ポ
ー
ト

　
　（
荒
天
時
：
吉
田
運
動
公
園
ア
リ
ー
ナ
）

　
　
分
列
行
進
、
辞
令
交
付
、
表
彰
、
規

律
訓
練
展
示
、
一
斉
放
水
。

市
消
防
の
勇
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
市
民
の
ご
参
観
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「
海
街diary

」「
そ
し
て
父
に
な
る
」

の
是
枝
裕
和
監
督
が
、
阿
部
寛
と
組
み
、

大
人
に
な
り
き
れ
な
い
男
と
年
老
い
た

母
を
中
心
に
、
夢
見
て
い
た
未
来
と
は

違
う
現
在
を
生
き
る
家
族
の
姿
を
つ
づ

っ
た
人
間
ド
ラ
マ
。

　
　
平
成
29
年
２
月
19
日
（
日
）

　
　
14
時
上
映
　
13
時
30
分
開
場

　
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

１
，
０
０
０
円
（
当
日
：
１
，
２
０
０
円
）

　
　
　
　 

　
　
1
月
5
日
（
木
）
９
時

年
間
を
通
じ
て
受
付
し
て
お
り
ま

す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
待
遇
、
給
与
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
自
衛
隊
可
部
募
集
案
内

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
、
市
が
所
有
す
る
公
用
車
を

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

ヤ
フ
ー･

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
平
成
29
年
1
月
16
日
よ
り
掲
載
し
て
い

ま
す
）

　
　
　 

公
用
車
　
１
台

※

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
1
月
16
日（
月
）〜
2
月
3
日（
金
）

平
成
29
年
2
月
17
日（
金
）〜
2
月
23
日（
木
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、次
の
と
お
り「
広

島
県
北
部
・
島
根
県
南
部
地
域
緊
急
合
同

就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
仕
事
を
お
探
し
の
方
は
、
是
非
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
平
成
29
年
1
月
20
日
（
金
）

　
　
13
時
30
分
〜
16
時

　
　
グ
ラ
ン
ラ
セ
ー
レ
三
次

　
　
三
次
市
十
日
市
南
一
丁
目
5－

5

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
次
・
安
芸
高
田
・
庄

原
及
び
島
根
県
雲
南
・
川
本
の
管
轄
す
る

企
業
の
参
加
（
約
60
社
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

受
付
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
事
前
に

左
記
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
申
し
込
み
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
芸
高
田

安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
１
８
１
４－

5

☎
42－

０
６
０
５

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
う
え

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※

参
加
事
業
所
は
12
月
下
旬
に
決
定
す
る

予
定
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
附
者
】

須
田 

悠
起
子

大
川 

和
美

吉
野 

努

青
木 

茂
之

土
屋 

浩
幸

上
田 

宗
行

松
井 

岳
子

内
藤 

亨

川
﨑 

直
子

杉
浦 

敏
秋

藤
澤 

惇
平

岸 

尭
之

太
井 

健
作

泉 

篤
志

竹
内 

恵
子

垣
内 

ま
ど
か

山
口 

穂
積

大
川
内 

幸
代

山
崎 

俊
夫

植
村 

真
次

森
岡 

泰
裕

出
口 

勝
之

西
平 

豊

野
納 

敏
展

森
増 

謙

浅
枝 

博
文

山
科 

佳
昭

船
生 

雅
子

立
山 

省
吾

三
上 

映
徹

小
竹 

俊
郎

中
畝 

將
博

山
本 

幸
次
郎

匿
名
希
望

月
刊
有
効
求
職
者
数
　
４
３
８
人

月
刊
有
効
求
人
数
　
　
６
５
４
人

月
刊
有
効
求
人
倍
率
　
１
．４
９
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
42-

0
6
0
5

　42-

0
2
2
4

　
　

『海よりもまだ深く』
（出演　阿部 寛、真木よう子ほか）

　
組
み
上
げ
た
竹
か
ら
煙
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
左
側
に
も
も
う
一
つ
。
周
り

に
は
字
の
上
達
を
願
っ
て
高
く
燃
え
上

が
る
よ
う
に
、
長
い
竹
の
先
に
つ
け
ら

れ
た
書
初
と
、
竹
に
挟
ん
だ
鏡
餅
が
待

機
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
今
も
変
わ
ら
な
い
と
ん
ど
の
風
景
で

す
が
、
す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て

い
る
よ
う
で
す
。
文
政
３
年(

１
８
２

０)

に
書
か
れ
た
記
録
か
ら
は
市
内
各

地
で
行
わ
れ
て
い
た
と
ん
ど
の
様
子
が

わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
旧
暦

１
月
14
日
の
夕
七
つ
半(

午
後
4
時
半

頃)

に
始
ま
り
、
各
家
が
御
札
や
御
守

を
持
ち
寄
り
竹
を
建
て
て
燃
や
し
ま

す
。
そ
し
て
お
餅
も
。
子
供
た
ち
の
書

初
は
小
竹
に
結
び
つ
け
ま
す
が
、
や
は

り
高
く
燃
え
上
が
る
こ
と
が
良
い
と
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
も
そ
も
「
と
ん
ど
」
と
は
、
全
国

各
地
で
行
わ
れ
る
正
月
の
火
祭
行
事

で
、
呼
び
方
も
意
味
合
い
も
様
々
な
よ

う
で
す
が
、
正
月
の
神
送
り
と
正
月
飾

り
の
処
理
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
も

の
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
廃
れ
て
い
く
行
事
や
風
習
が
多
い
な

か
で
変
わ
ら
ず
続
い
て
き
た
と
ん
ど
。

こ
の
風
景
は
こ
れ
か
ら
先
も
続
い
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。

か
き
ぞ
め

Ⅱ［３］

昭和 53年（1978）1月 14日
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